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Ⅰ．本人の生育暦上の発達的特徴

1 胎生期

· 不妊治療の有無

· 不妊治療有の場合の治療方法

· 妊娠中の母親の薬物の使用の有無

· 妊娠中の母親のアルコール摂取の有無

· 妊娠中の母親の喫煙の有無

· 妊娠中の母親の暴力的被害の有無

· 妊娠中の（切迫流産、妊娠中毒症、その他　　　　　　）の有無

· その他の妊娠中の特記事項

2 周産期／新生児期

· 在胎期間（　　　）週

· 出産は、予定日より（早かった、ほぼ予定通りだった、遅かった）

· 分娩方法（正常分娩、帝王切開）

· 分娩は（軽かった、普通だった、重かった）

· 分娩時仮死

· その他の分娩時の問題（逆子、その他　　　　　　）

· 黄疸（光線療法、交換輸血）

· 呼吸障害の有無

· けいれん

· その他の特記事項

3 乳児期（0～1歳台）

· どんな赤ちゃんでしたか？

· 育てやすさ（とても育てやすい、育てやすい、育てにくい、とても育てにくい）

· 活発さ（とても大人しい、どちらかというと大人しい、活発、とても活発）

· 夜泣きが（とても多い、多い、少ない、ほとんどなかった）

· ぐずりやかんしゃくが（とても多い、多い、少ない、ほとんどなかった）

· 愛想が（とても良い、良い、普通、あまり良くない）

· 睡眠

· 睡眠時間は、（長かった、やや長かった、やや短かった、短かった）

· 夜間に眼を覚ますことが（とても多い、多い、少ない、ほとんどなかった）

· 食事

· ミルクは（母乳だった、人工乳（哺乳瓶）だった、混合だった）

· ミルクは（よく飲んだ、普通だった、あまり飲まなかった）

· 離乳食は（早かった、普通だった、遅かった）

· 離乳食は（よく食べた、普通だった、あまり食べなかった）

· 離乳は（早かった、普通だった、遅かった）

· 人見知りの有無

· 強い、普通、弱い、なかった

· 共同注意の有無

· 指差し（よく見られた、見られた、あまりなかった、なかった）

· ショウイング（よく見られた、見られた、あまりなかった、なかった）

· ギビング（よく見られた、見られた、あまりなかった、なかった）

· 運動発達指標の通過時期

・　定頚（　　ヶ月）

・　寝返り（　　ヶ月）

・　座位（　　ヶ月）

・　ハイハイ（　　ヶ月）

・　始歩（　　ヶ月）

· 言語発達指標の通過時期

・　喃語　（　　ヶ月）

・　喃語は、（多かった、普通だった、少なかった、なかった）

・　始語　（　　ヶ月）

・　二語文（　　ヶ月）

・　始語以後に、ことばが消失することが（あった、なかった）

・　始語以後の発話量は（多かった、普通だった、少なかった）

4 幼児期（2歳～就学前）

· 対人関係

· 友人関係は（孤立、特定の友人と遊ぶ、幅広い友人と遊ぶ、誰とでも遊ぶ）

· 大人と年上（または年下）の子どもとの関係の方が、同年齢児との関係よりも良好だった（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 集団で遊ぶことが（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 友人とのトラブルは（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 強迫的な行動の有無

1) 新しい環境への適応

· 保育園・幼稚園に適応するまでの期間は

すごく長くかかった（4週間以上）

長くかかった（2週間～4週間程度）

少しかかった（1週間～2週間程度）

すぐに適応できた（1週間以内）

· 登園時の母子分離

かなり時間がかかった（2週間以上）

時間がかかった（1週間～2週間程度）

少ししたらできた（数日～1週間以内）

すぐにできた（数日以内）

2) 同一性保持の有無

物の置き場、布団の状態、等、毎日同じ状態であることを望むことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) 日常生活上で、決まった行動パターンが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 特定の対象への固執性（のめりこみ経験の有無）

特定の興味のある対象にのめりこむことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 興味・関心の偏り

興味を持つものと、持たないものの差が大きいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 切り替えの困難さ（活動への過剰な集中）

特定の活動にのめりこんでしまい、途中で止めることや、他の活動に切り替えることが難しいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

7) 常同的・反復的行動の有無

手を振る、身体を前後に揺らす、等の常同的・反復的行動が

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

8) ファンタジーへの没頭

一人で空想に没頭していることが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 遊び等における想像性

1) ごっこ遊びを

（よくしていた、していた、あまりしなかった、しなかった）

2) テレビアニメの主人公等になりきるような遊びを

（よくしていた、していた、あまりしなかった、しなかった）

3) 特定のパターンのある遊びを

（よくしていた、していた、あまりしなかった、しなかった）

4) 幼児期に好きだった遊びに○をつけてください（何個でも可）。

· 砂遊び　・水遊び　・粘土遊び　・レゴ、ブロック遊び　・プラレール遊び　

· ミニカー遊び　・絵本を読む　・図鑑を読む　・工作をする　・折り紙　・あやとり

· 縄跳び　・かけっこ　・ジャングルジム　・鉄棒　・お遊戯　・お人形遊び

· ママごと　・ごっこ遊び　・鬼ごっこ　・ドッチボール　・サッカー　・野球

· トランプ　・オセロ　・囲碁　・将棋　・その他のボードゲーム

· TVを見る　・ビデオ、DVDを見る　・ゲームをする

· その他の好きだった遊びやおもちゃ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

· 知覚過敏性

· 聴覚過敏性（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 視覚過敏性（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 触覚過敏性（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 嗅覚過敏性（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 温度覚過敏性（または鈍磨）（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 味覚過敏性（偏食）（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 対人過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 記憶機能の偏り（文字、数字、マーク、物の名前、等の特定の対象に対する記憶力）

特定の対象に対する記憶力が

（すごく良かった、良かった、普通、あまり良くなかった）

· 感情のコントロール（不安・緊張時、あるいは思い通りにならない時や、自分の期待や予想に反することが生じると、かんしゃくを起こしたり、固まったりしやすい）

· かんしゃくが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 固まることが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 自傷行為が（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 他害が（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 身体運動機能

· かけっこが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· スキップが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 縄跳びが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· ボール運動が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· お遊戯が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 手先の器用さ

· はさみを使うことが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 折り紙が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 多動－衝動性

· ハイハイをしていたとき

（すごく多動であった、多動であった、普通だった、多動ではなかった）

· 歩き始めたとき

（すごく多動であった、多動であった、普通だった、多動ではなかった）

· 歩けるようになってから

（すごく多動であった、多動であった、普通だった、多動ではなかった）

· 家などから飛び出していくことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 迷子になることが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 落ち着きは（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 学習障害のリスク

· 文字への興味・関心は（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 絵本への興味・関心は（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 絵本の読み聞かせは

（すごく好きだった、好きだった、あまり好きでなかった、嫌いだった）

· しりとりは（よくできた、できた、あまりできなかった、できなかった）

· 語彙は（すごく多かった、多かった、普通だった、少なかった）

· 色の名前は（ぜんぜん覚えられなかった、あまり覚えられなかった、普通だった、覚えられた）

· 地名は（ぜんぜん覚えられなかった、あまり覚えられなかった、普通だった、覚えられた）

· 商品名は（ぜんぜん覚えられなかった、あまり覚えられなかった、普通だった、覚えられた）

· 友だちや先生の名前は（ぜんぜん覚えられなかった、あまり覚えられなかった、普通だった、覚えられた）

· 精神医学的併存症の有無

· 構音障害の有無（ある、ない）

· 吃音の有無（ある、ない）

· 緘黙症の有無（ある、ない）

· 遺尿症／遺糞症の有無（ある、ない）（種類／夜尿、昼間遺尿、等　　　　　　　）

· 夜驚症の有無（ある、ない）

· 夢中遊行の有無（ある、ない）

· 夢不安障害の有無（ある、ない）

· 異食の有無（ある、ない）

· 反芻性障害の有無（ある、ない）

· チック障害の有無（ある、ない）

· 抜毛症（トリコチロマニア）の有無（ある、ない）

· 爪噛みの有無（ある、ない）

· 指しゃぶりの有無（ある、ない）

· 分離不安障害の有無（ある、ない）

· その他の医学的併存症の有無

· てんかんの有無（ある、ない）

· アレルギー疾患の有無（喘息、アトピー、その他のアレルギー）

· その他

· 生活習慣の自立

· 排泄の自立は（早かった、普通だった、遅かった、していなかった）

· 着替えの自立は（早かった、普通だった、遅かった、していなかった）

· 食事を自分で食べられるようになったのは

（早かった、普通だった、遅かった、していなかった）

· お風呂は（好きだった、普通だった、嫌いだった、すごく嫌がった）

· 歯磨きは（好きだった、普通だった、嫌いだった、すごく嫌がった）

· 不登園・登園しぶり

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

・　その開始年齢（最初の不登園は、　　歳　　ヶ月）

・　その期間（一番長い時の不登園期間は、　　年　　ヶ月）

・　その頻度（幼稚園・保育園在園中の不登園の回数は、約　　　回）

5 小児期（小学生期）

· 対人関係

1) 友人関係

· 友人関係（孤立、特定の友人と遊ぶ、幅広い友人と遊ぶ、誰とでも遊ぶ）

· 大人と年上（または年下）の子どもとの関係の方が、同年齢児との関係よりも良好だった（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 集団で遊ぶことが（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 特定の親友の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 特定の異性の友人（彼氏、彼女）の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 友人とのトラブルは（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

2) 友だちの顔を覚えていることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

（※覚えられない場合は、洋服・髪型・持ち物、場所等で判断していることが多い）

3) ルールの理解

· 遊びやゲームのルールを理解し、守ることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· 学校生活上の暗黙のルールを理解し、守ることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· コミュニケーション

1) 字義通り性

· 冗談の理解が

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· 言葉を文脈で理解するのではなく、言葉の意味通りにとってしまうことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 曖昧な言葉の理解が

（非常に苦手だった、苦手だった、普通だった、得意だった）

2) 聴覚情報処理

· 耳から聞いて理解することが

（非常に苦手だった、苦手だった、普通だった、得意だった）

· 強迫的な行動の有無

1) 新しい環境への適応

・　年度初め、新学期、行事、朝会、引越し、転校、その他の苦手さが

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

2) 同一性の保持の有無

· 物の置き場等、毎日同じ状態であることを望むことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) パターン的行動の有無

· 日常生活上で、決まった行動パターンが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 特定の対象への固執性（のめりこみ経験の有無）

· 特定の興味のある対象にのめりこむことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 興味・関心の偏り

· 興味を持つものと、持たないものの差が大きいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 切り替えの困難さ（活動への過剰な集中）

· 特定の活動にのめりこんでしまい、途中で止めることや、他の活動に切り替えることが難しいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

7) 修正の困難さ

· 一度習得したルールや自分のやり方を、状況に応じて修正することが

（とても難しかった、難しかった、あまり難しくなかった、普通にできた）

· 勝ち負け（勝負）、1番（順位）、100点（点数）、学歴（偏差値）、職業（の優劣）等、世の中一般で、「良い」とされている物事に対する価値観を取り入れることや、そのことに固執することが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· （テスト、入試、学歴、職業等で）高い目標を持つことが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

8) 常同的・反復的行動の有無

· 手を振る、身体を前後に揺らす、等の常同的・反復的行動が

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

9) ファンタジーへの没頭

· 一人で空想に没頭していることが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 遊び・学習、等における想像性

1) 好きな遊びの種類

· 小学校低学年（　　　　　　　　　　）

· 小学校中学年（　　　　　　　　　　）

· 小学校高学年（　　　　　　　　　　）

2) 趣味

· 趣味の有無（あり、なし）

· 趣味の種類（　　　　　　　　　　　　）

3) 曖昧な物事の学習

· 作文（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 絵画（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 道徳（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 総合学習（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

4) 曖昧な活動

· 掃除（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 日直（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 給食等の当番活動（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 係り活動（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 知覚過敏性

1) 聴覚過敏性

　　　（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

2) 視覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) 触覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 嗅覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 温度覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 味覚過敏性（偏食）

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 対人過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 記憶機能の偏り（特定の対象に対する記憶力）

· 特定の対象（自分の好きなこと、興味のあること）に対する記憶力が

（すごく良かった、良かった、普通、あまり良くなかった）

· 不快な体験を（よく覚えている、覚えている、普通、忘れやすい）

· 事実（現実）と空想が曖昧になることが

（よくあった、ときどきあった、あまりなかった、なかった）

· 感情のコントロール（不安・緊張時、あるいは思い通りにならない時や、自分の期待や予想に反することが生じると、かんしゃくを起こしたり、固まったりしやすい）

· かんしゃくが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 固まることが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 自傷行為が　（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 他害が　　　（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 身体運動機能

· かけっこが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 縄跳びが　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· ボール運動が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 水泳が　　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 器械体操（マット運動、跳び箱、鉄棒、等）が

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 手先の器用さ

· 字を上手に書くことが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 工作が　　　　　　　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 多動―衝動性

· 落ち着きは（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 授業中にソワソワしていることが（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 授業中に立ち歩くことが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 授業中に教室を出て行くことが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 不注意症状の有無

· 忘れ物が（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 整理整頓が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 遅刻することが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 時間を意識することが（よくできた、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· プリントの問題数が多いと混乱することが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· たくさんのオモチャがあると混乱したり、選べなくなったりすることが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· お店で買うものや、食べるものを決めることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 物事に優先順位をつけることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 計画的に行動することや、段取りをつけることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 学習面について

· 国語が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 平仮名の読みは（すごく早く覚えた、普通に覚えた、遅かった、すごく遅かった）

· 平仮名の書きは（すごく早く覚えた、普通に覚えた、遅かった、すごく遅かった）

· カタカナの読みは（すごく早く覚えた、普通に覚えた、遅かった、すごく遅かった）

· カタカナの書きは（すごく早く覚えた、普通に覚えた、遅かった、すごく遅かった）

· 漢字の読みは（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 漢字の書きは（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 教科書の音読は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 文章の読解は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 作文は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 算数は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 足し算は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 引き算は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 掛け算は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 割り算は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 単位の換算は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 図形の問題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 算数の文章題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 理科は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 社会は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 音楽は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 楽器の演奏は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 歌は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 図工は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 絵画は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 工作は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 体育は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 精神医学的併存症の有無

1) 構音障害の有無（ある、ない）

2) 吃音の有無（ある、ない）

3) 緘黙症の有無（ある、ない）

4) 遺尿症／遺糞症の有無（ある、ない）（種類／夜尿、昼間遺尿、等　　　　　　　）

5) 夜驚症の有無（ある、ない）

6) 夢中遊行の有無（ある、ない）

7) 夢不安障害の有無（ある、ない）

8) 異食の有無（ある、ない）

9) 反芻性障害の有無（ある、ない）

10) チック障害の有無（ある、ない）

11) 抜毛症（トリコチロマニア）の有無（ある、ない）

12) 爪噛みの有無（ある、ない）

13) 指しゃぶりの有無（ある、ない）

14) 分離不安障害の有無（ある、ない）

15) 反抗挑戦性障害の有無（ある、ない）

16) 行為障害の有無（ある、ない）

17) 単一恐怖症の有無（ある、ない）

（恐怖症の種類：動物型、自然環境型（嵐、高所、雷）、血液・注射・外傷型）

18) 強迫性障害の有無（ある、ない）

19) PTSDの有無（ある、ない）

20) 身体表現性障害（身体化障害、疼痛性障害、心気症）の有無（ある、ない）

21) 解離性障害（ヒステリー）

· 解離性健忘の有無（ある、ない）

· 解離性同一性障害の有無（ある、ない）

· 離人性障害の有無（ある、ない）

· 転換性障害の有無（ある、ない）

· その他の解離性障害（ある、ない）

22) 睡眠障害の有無

· 朝、覚醒するまでに時間がかかる（ある、ない）

（起こしてから起床までに時間がかかったり、30分以上ぼーとしてしまうことがある）

· 不眠症（ある、ない）

· 過睡症（ある、ない）

· 睡眠相の乱れ（昼夜逆転））（ある、ない）

23) 気分障害の有無（抑うつ状態、気分変調性障害、うつ病）（ある、ない）

· その他の医学的併存症の有無

· てんかんの有無（ある、ない）

· アレルギー疾患の有無（喘息、アトピー、その他のアレルギー）

· その他

· 身体的易疲労性

· 身体的に疲れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 自己の身体的な疲労に気付きにくい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· ストレスや心の問題が身体に現れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 不登校・登校しぶり

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· その開始学年（最初の不登校は、　　年生　　学期）

· その期間（一番長い時の不登校期間は、　　年　　ヶ月）

· その頻度（小学校在学中の不登校の回数は、約　　　回）

· その他の適応上の問題

· 家庭内暴力の有無（あり、なし）

· 家庭内における金銭の持ち出し（あり、なし）

· （学校等の外的な環境への）過剰適応の有無（あり、なし）

6 思春期（中学生期）

· 対人関係

1) 友人関係

· 友人関係（孤立、特定の友人と遊ぶ、幅広い友人と遊ぶ、誰とでも遊ぶ）

· 大人と年上（または年下）の子どもとの関係の方が、同年齢児との関係よりも良好だった（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 集団で遊ぶことが（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 特定の親友の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 特定の異性の友人（彼氏、彼女）の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 友人とのトラブルは（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

2) 友だちの顔を覚えていることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

（※覚えられない場合は、洋服・髪型・持ち物、場所等で判断していることが多い）

3) ルールの理解

· 遊びやゲームのルールを理解し、守ることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· 学校生活上の暗黙のルールを理解し、守ることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· コミュニケーション

1) 字義通り性

· 冗談の理解が

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· 言葉を文脈で理解するのではなく、言葉の意味通りにとってしまうことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 曖昧な言葉の理解が

（非常に苦手だった、苦手だった、普通だった、得意だった）

2) 聴覚情報処理

· 耳から聞いて理解することが

（非常に苦手だった、苦手だった、普通だった、得意だった）

· 強迫的な行動の有無

1) 新しい環境への適応

・年度初め、新学期、行事、朝会、引越し、転校、その他の苦手さが

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

2) 同一性の保持の有無

· 物の置き場等、毎日同じ状態であることを望むことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) パターン的行動の有無

· 日常生活上で、決まった行動パターンが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 特定の対象への固執性（のめりこみ経験の有無）

· 特定の興味のある対象にのめりこむことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 興味・関心の偏り

· 興味を持つものと、持たないものの差が大きいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 切り替えの困難さ（活動への過剰な集中）

· 特定の活動にのめりこんでしまい、途中で止めることや、他の活動に切り替えることが難しいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

7) 修正の困難さ

· 一度習得したルールや自分のやり方を、状況に応じて修正することが

（とても難しかった、難しかった、あまり難しくなかった、普通にできた）

· 勝ち負け（勝負）、1番（順位）、100点（点数）、学歴（偏差値）、職業（の優劣）等、世の中一般で、「良い」とされている物事に対する価値観を取り入れることや、そのことに固執することが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· （テスト、入試、学歴、職業等で）高い目標を持つことが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

8) 常同的・反復的行動の有無

· 手を振る、身体を前後に揺らす、等の常同的・反復的行動が

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

9) ファンタジーへの没頭

· 一人で空想に没頭していることが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 遊び・学習、等における想像性

1) 好きな遊びの種類

· （　　　　　　　　　　）

2) 趣味

· 趣味の有無（あり、なし）

· 趣味の種類（　　　　　　　　　　　　）

3) 曖昧な物事の学習

· 作文（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 絵画（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 道徳（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 総合学習（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

4) 曖昧な活動

· 掃除（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 日直（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 給食等の当番活動（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 係り活動（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 知覚過敏性

1) 聴覚過敏性

　　　（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

2) 視覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) 触覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 嗅覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 温度覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 味覚過敏性（偏食）

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 対人過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 記憶機能の偏り（特定の対象に対する記憶力）

· 特定の対象（自分の好きなこと、興味のあること）に対する記憶力が

（すごく良かった、良かった、普通、あまり良くなかった）

· 不快な体験を（よく覚えている、覚えている、普通、忘れやすい）

· 事実（現実）と空想が曖昧になることが

（よくあった、ときどきあった、あまりなかった、なかった）

· 感情のコントロール（不安・緊張時、あるいは思い通りにならない時や、自分の期待や予想に反することが生じると、かんしゃくを起こしたり、固まったりしやすい）

· かんしゃくが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 固まることが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 自傷行為が　（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 他害が　　　（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 身体運動機能

· かけっこが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· ボール運動が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 水泳が　　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 器械体操（マット運動、跳び箱、鉄棒、等）が

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 手先の器用さ

· 字を上手に書くことが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 工作が　　　　　　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 多動―衝動性

· 落ち着きは（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 授業中にソワソワしていることが（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 不注意症状の有無

· 忘れ物が（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 整理整頓が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 遅刻することが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 時間を意識することが（よくできた、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· プリントの問題数が多いと混乱することが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· お店で買うものや、食べるものを決めることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 物事に優先順位をつけることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 計画的に行動することや、段取りをつけることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 学習面について

· 国語が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 漢字の読みは（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 漢字の書きは（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 作文は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 数学は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 計算問題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 図形の問題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 数学の文章題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英語は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英単語の読み（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英単語の書き（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英単語の意味理解は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英語の読解は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 理科第1分野は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 理科第2分野は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 社会（地理）は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 社会（歴史）は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 社会（公民）は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 音楽は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 楽器の演奏は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 歌は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 美術は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 絵画は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 工作は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 体育は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 精神医学的併存症の有無

1) 構音障害の有無（ある、ない）

2) 吃音の有無（ある、ない）

3) 緘黙症の有無（ある、ない）

4) 遺尿症／遺糞症の有無（ある、ない）（種類／夜尿、昼間遺尿、等　　　　　　　）

5) 夜驚症の有無（ある、ない）

6) 夢中遊行の有無（ある、ない）

7) 夢不安障害の有無（ある、ない）

8) 異食の有無（ある、ない）

9) 反芻性障害の有無（ある、ない）

10) チック障害の有無（ある、ない）

11) 抜毛症（トリコチロマニア）の有無（ある、ない）

12) 爪噛みの有無（ある、ない）

13) 指しゃぶりの有無（ある、ない）

14) 反抗挑戦性障害の有無（ある、ない）

15) 行為障害の有無（ある、ない）

16) パニック発作の有無（ある、ない）

17) 広場恐怖の有無（ある、ない）

18) 単一恐怖症の有無（ある、ない）

（恐怖症の種類：動物型、自然環境型（嵐、高所、雷）、血液・注射・外傷型）

19) 社会不安障害の有無（ある、ない）

20) 強迫性障害の有無（ある、ない）

21) PTSDの有無（ある、ない）

22) 身体表現性障害（身体化障害、疼痛性障害、心気症）の有無（ある、ない）

23) 醜形恐怖症の有無（ある、ない）

24) 解離性障害（ヒステリー）

· 解離性健忘の有無（ある、ない）

· 解離性同一性障害の有無（ある、ない）

· 離人性障害の有無（ある、ない）

· 転換性障害の有無（ある、ない）

· その他の解離性障害（ある、ない）

25) 摂食障害（過食、拒食）の有無（ある、ない）

26) 睡眠障害の有無

· 朝、覚醒するまでに時間がかかる（ある、ない）

（起こしてから起床までに時間がかかったり、30分以上ぼーとしてしまうことがある）

· 不眠症（ある、ない）

· 過睡症（ある、ない）

· 睡眠相の乱れ（昼夜逆転）（ある、ない）

27) 気分障害の有無（抑うつ状態、気分変調性障害、うつ病）（ある、ない）

28) 躁鬱病（双極性気分障害）の有無（ある、ない）

29) 統合失調症様の有無（被害関係念慮等）（ある、ない）

· その他の医学的併存症の有無

· てんかんの有無（ある、ない）

· アレルギー疾患の有無（喘息、アトピー、その他のアレルギー）

· その他

· 身体的易疲労性

· 身体的に疲れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 自己の身体的な疲労に気付きにくい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· ストレスや心の問題が身体に現れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 不登校・登校しぶり

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· その開始学年（最初の不登校は、　　年生　　学期）

· その期間（一番長い時の不登校期間は、　　年　　ヶ月）

· その頻度（中学校在学中の不登校の回数は、約　　　回）

· その他の適応上の問題

· 家庭内暴力の有無（あり、なし）

· 家庭内における金銭の持ち出し（あり、なし）

· （学校等の外的な環境への）過剰適応の有無（あり、なし）

7 青年期（高校生期）

· 対人関係

1) 友人関係

· 友人関係（孤立、特定の友人と遊ぶ、幅広い友人と遊ぶ、誰とでも遊ぶ）

· 大人と年上（または年下）の子どもとの関係の方が、同年齢児との関係よりも良好だった（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 集団で遊ぶことが（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

· 特定の親友の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 特定の異性の友人（彼氏、彼女）の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 友人とのトラブルは（よくあった、少しあった、あまりなかった、なかった）

2) 友だちの顔を覚えていることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

※覚えられない場合は、洋服・髪型・持ち物、場所等で判断していることが多い

3) ルールの理解

· 遊びやゲームのルールを理解し、守ることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· 学校生活上の暗黙のルールを理解し、守ることが

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· コミュニケーション

1) 字義通り性

· 冗談の理解が

（ほとんどできなかった、あまりできなかった、少しできた、普通にできた）

· 言葉を文脈で理解するのではなく、言葉の意味通りにとってしまうことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 曖昧な言葉の理解が

（非常に苦手だった、苦手だった、普通だった、得意だった）

2) 聴覚情報処理

· 耳から聞いて理解することが

（非常に苦手だった、苦手だった、普通だった、得意だった）

· 強迫的な行動の有無

1) 新しい環境への適応

・　年度初め、新学期、行事、朝会、引越し、転校、その他の苦手さが

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

2) 同一性の保持の有無

· 物の置き場等、毎日同じ状態であることを望むことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) パターン的行動の有無

· 日常生活上で、決まった行動パターンが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 特定の対象への固執性（のめりこみ経験の有無）

· 特定の興味のある対象にのめりこむことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 興味・関心の偏り

· 興味を持つものと、持たないものの差が大きいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 切り替えの困難さ（活動への過剰な集中）

· 特定の活動にのめりこんでしまい、途中で止めることや、他の活動に切り替えることが難しいことが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

7) 修正の困難さ

· 一度習得したルールや自分のやり方を、状況に応じて修正することが

（とても難しかった、難しかった、あまり難しくなかった、普通にできた）

· 勝ち負け（勝負）、1番（順位）、100点（点数）、学歴（偏差値）、職業（の優劣）等、世の中一般で、「良い」とされている物事に対する価値観を取り入れることや、そのことに固執することが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· （テスト、入試、学歴、職業等で）高い目標を持つことが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

8) 常同的・反復的行動の有無

· 手を振る、身体を前後に揺らす、等の常同的・反復的行動が

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

9) ファンタジーへの没頭

· 一人で空想に没頭していることが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 遊び・学習、等における想像性

1) 好きな遊びの種類

· （　　　　　　　　　　）

2) 趣味

· 趣味の有無（あり、なし）

· 趣味の種類（　　　　　　　　　　　　）

3) 曖昧な物事の学習

· 作文（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 知覚過敏性

1) 聴覚過敏性

　　　（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

2) 視覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

3) 触覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

4) 嗅覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

5) 温度覚過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

6) 味覚過敏性（偏食）

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 対人過敏性

（強くあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 記憶機能の偏り（特定の対象に対する記憶力）

· 特定の対象（自分の好きなこと、興味のあること）に対する記憶力が

（すごく良かった、良かった、普通、あまり良くなかった）

· 不快な体験を（よく覚えている、覚えている、普通、忘れやすい）

· 事実（現実）と空想が曖昧になることが

（よくあった、ときどきあった、あまりなかった、なかった）

· 感情のコントロール（不安・緊張時、あるいは思い通りにならない時や、自分の期待や予想に反することが生じると、かんしゃくを起こしたり、固まったりしやすい）

· かんしゃくが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 固まることが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 自傷行為が　（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 他害が　　　（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 身体運動機能

· かけっこが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· ボール運動が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 水泳が　　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 器械体操（マット運動、跳び箱、鉄棒、等）が

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 手先の器用さ

· 字を上手に書くことが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 工作が　　　　　　（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 多動―衝動性

· 落ち着きは（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 授業中にソワソワしていることが（すごくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 不注意症状の有無

· 忘れ物が（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 整理整頓が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 遅刻することが（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· 時間を意識することが（よくできた、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· プリントの問題数が多いと混乱することが

（よくあった、あった、あまりなかった、なかった）

· お店で買うものや、食べるものを決めることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 物事に優先順位をつけることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 計画的に行動することや、段取りをつけることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 学習面について

· 現代国語が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 漢字の読みは（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 漢字の書きは（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 作文は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 古文は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 漢文は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 数学は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 計算問題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 図形の問題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 数学の文章題は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英語は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英単語の読み（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英単語の書き（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英単語の意味理解は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英語の音読は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 英語の読解は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 生物は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 物理は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 化学は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 地学は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 地理は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 世界史は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 日本史は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 倫理社会は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 政治・経済は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 体育は（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 精神医学的併存症の有無

1) 構音障害の有無（ある、ない）

2) 吃音の有無（ある、ない）

3) 緘黙症の有無（ある、ない）

4) 遺尿症／遺糞症の有無（ある、ない）（種類／夜尿、昼間遺尿、等　　　　　　　）

5) 夜驚症の有無（ある、ない）

6) 夢中遊行の有無（ある、ない）

7) 夢不安障害の有無（ある、ない）

8) 異食の有無（ある、ない）

9) 反芻性障害の有無（ある、ない）

10) チック障害の有無（ある、ない）

11) 抜毛症（トリコチロマニア）の有無（ある、ない）

12) 爪噛みの有無（ある、ない）

13) 指しゃぶりの有無（ある、ない）

14) 反抗挑戦性障害の有無（ある、ない）

15) 行為障害の有無（ある、ない）

16) パニック発作の有無（ある、ない）

17) 広場恐怖の有無（ある、ない）

18) 単一恐怖症の有無（ある、ない）

（恐怖症の種類：動物型、自然環境型（嵐、高所、雷）、血液・注射・外傷型）

19) 社会不安障害の有無（ある、ない）

20) 強迫性障害の有無（ある、ない）

21) PTSDの有無（ある、ない）

22) 身体表現性障害（身体化障害、疼痛性障害、心気症）の有無（ある、ない）

23) 醜形恐怖症の有無（ある、ない）

24) 解離性障害（ヒステリー）

· 解離性健忘の有無（ある、ない）

· 解離性同一性障害の有無（ある、ない）

· 離人性障害の有無（ある、ない）

· 転換性障害の有無（ある、ない）

· その他の解離性障害（ある、ない）

25) 摂食障害（過食、拒食）の有無（ある、ない）

26) 睡眠障害の有無

· 朝、覚醒するまでに時間がかかる（ある、ない）

（起こしてから起床までに時間がかかったり、30分以上ぼーとしてしまうことがある）

· 不眠症（ある、ない）

· 過睡症（ある、ない）

· 睡眠相の乱れ（昼夜逆転）（ある、ない）

27) 気分障害の有無（抑うつ状態、気分変調性障害、うつ病）（ある、ない）

28) 躁鬱病（双極性気分障害）の有無（ある、ない）

29) 統合失調症様の有無（被害関係念慮等）（ある、ない）

30) 性同一性障害の有無（ある、ない）

31) 性嗜好障害（露出症、フェティシズム、接触症、小児性愛、性的マゾヒズム、服装倒錯、窃視症）の有無（ある、ない）

32) 物質依存症（アルコール、ニコチン、薬物、その他）の有無（ある、ない）

33) その他の依存症（人間関係依存（共依存、性依存、恋愛依存）、プロセス依存（買い物、ギャンブル、仕事、等））の有無（ある、ない）

34) 人格障害の有無（ある、ない）

· その他の医学的併存症の有無

· てんかんの有無（ある、ない）

· アレルギー疾患の有無（喘息、アトピー、その他のアレルギー）

· その他

· 身体的易疲労性

· 身体的に疲れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 自己の身体的な疲労に気付きにくい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· ストレスや心の問題が身体に現れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 不登校・登校しぶり

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· その開始学年（最初の不登校は、　　年生　　学期）

· その期間（一番長い時の不登校期間は、　　年　　ヶ月）

· その頻度（高等学校在学中の不登校の回数は、約　　　回）

· その他の適応上の問題

· 家庭内暴力の有無（あり、なし）

· 家庭内における金銭の持ち出し（あり、なし）

· （学校等の外的な環境への）過剰適応の有無（あり、なし）

· アルバイト経験の有無

· （ある、ない）

· アルバイトの種類

· アルバイトの頻度

· アルバイトの期間

8 成人期（高校卒業以降）

A) 大学生

· 対人関係

1) 友人関係

· クラスの友人関係（孤立、特定の友人と関わる、幅広い友人と関わる、誰とでも関わる）

· ゼミの友人関係（孤立、特定の友人と関わる、幅広い友人と関わる、誰とでも関わる）

· サークルの友人関係（孤立、特定の友人と関わる、幅広い友人と関わる、誰とでも関わる）

· 特定の親友の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 特定の異性の友人（彼氏、彼女）の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

2) 雑談

・飲み会での雑談が

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

3) 対人トラブルの有無

· 友人関係のトラブルが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 異性関係のトラブルが（よくあった、あった、たまにあった、なかった））

· 学業上の問題

1) 学業課題

· 一般教養科目人文科学系（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 一般教養科目社会科学系（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 一般教養科目自然科学系（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 語学系（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 専門科目（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

2) レポート作成

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

3) ゼミの発表

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

4) ゼミで討論ができない

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 卒業後の進路

1) 能力に比し将来の職業の目標設定が高いことが

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

2) 将来の目標を修正することが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

3) 想定する職業の種類や業種の幅は

（とても広かった、広かった、狭かった、とても狭かった）

4) 就職活動

· 履歴書を書くことが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 電話でアポイントを取ることが（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 面接での採用試験が（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 就職の内定を（たくさんもらえた、いくつかもらえた、少しもらえた、もらえなかった）

· 精神医学的併存症の有無

1) パニック発作の有無（ある、ない）

2) 広場恐怖の有無（ある、ない）

3) 単一恐怖症の有無（ある、ない）

（恐怖症の種類：動物型、自然環境型（嵐、高所、雷）、血液・注射・外傷型）

4) 社会不安障害の有無（ある、ない）

5) 強迫性障害の有無（ある、ない）

6) PTSDの有無（ある、ない）

7) 身体表現性障害（身体化障害、疼痛性障害、心気症）の有無（ある、ない）

8) 醜形恐怖症の有無（ある、ない）

9) 解離性障害（ヒステリー）

· 解離性健忘の有無（ある、ない）

· 解離性同一性障害の有無（ある、ない）

· 離人性障害の有無（ある、ない）

· 転換性障害の有無（ある、ない）

· その他の解離性障害（ある、ない）

10) 摂食障害（過食、拒食）の有無（ある、ない）

11) 睡眠障害の有無

· 朝、覚醒するまでに時間がかかる（ある、ない）

（起こしてから起床までに時間がかかったり、30分以上ぼーとしてしまうことがある）

· 不眠症（ある、ない）

· 過睡症（ある、ない）

· 睡眠相の乱れ（昼夜逆転）（ある、ない）

12) 気分障害の有無（抑うつ状態、気分変調性障害、うつ病）（ある、ない）

13) 躁鬱病（双極性気分障害）の有無（ある、ない）

14) 統合失調症様の有無（被害関係念慮等）（ある、ない）

15) 性同一性障害の有無（ある、ない）

16) 性嗜好障害（露出症、フェティシズム、接触症、小児性愛、性的マゾヒズム、服装倒錯、窃視症）の有無（ある、ない）

17) 物質依存症（アルコール、ニコチン、薬物、その他）の有無（ある、ない）

18) その他の依存症（人間関係依存（共依存、性依存、恋愛依存）、プロセス依存（買い物、ギャンブル、仕事、等））の有無（ある、ない）

19) 人格障害の有無（ある、ない）

· その他の医学的併存症の有無

· てんかんの有無（ある、ない）

· アレルギー疾患の有無（喘息、アトピー、その他のアレルギー）

· その他

· 身体的易疲労性

· 身体的に疲れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 自己の身体的な疲労に気付きにくい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· ストレスや心の問題が身体に現れやすい

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 不登校・登校しぶり

（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· その開始学年（最初の不登校は、　　年生　　学期）

· その期間（一番長い時の不登校期間は、　　年　　ヶ月）

· その頻度（大学在学中の不登校の回数は、約　　　回）

· その他の適応上の問題

· 家庭内暴力の有無（あり、なし）

· 家庭内における金銭の持ち出し（あり、なし）

· （学校等の外的な環境への）過剰適応の有無（あり、なし）

· アルバイト経験の有無

· （ある、ない）

· アルバイトの種類

· アルバイトの頻度

· アルバイトの期間

B) 社会人

· 対人関係

1) 友人関係

· 同僚（同世代）との対人関係

（孤立、特定の友人と関わる、幅広い友人と関わる、誰とでも関わる）

· 上司との対人関係

（適切に関わる、だいたい適切に関わる、普通に関わる、上手に関われない）

2) 雑談

· 職場の休み時間の雑談が

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

· 飲み会での雑談が

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

3) 対人トラブルの有無

· 同僚のトラブルが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

· 上司のトラブルが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

4) 職場以外の対人関係

· 特定の親友の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 特定の異性の友人（彼氏、彼女）の存在

（いつもいた、たまにいた、ほとんどいなかった、いなかった）

· 仕事

1) 業務上の不注意によるミスが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

2) 段取りがうまくいかないことが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

3) 納期に間に合わないことが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

4) できない仕事を引き受けてしまうことが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

5) 同僚と仕事上、協力することが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

6) 上司の指示が理解できないことが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

7) 仕事ができないとき、わからないときに、助けを求めたり、上手に質問したりすることが

（得意だった、普通だった、苦手だった、すごく苦手だった）

8) 遅刻することが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

9) 欠勤することが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

10) 休職することが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

11) 転職することや会社を辞めてしまうことが（よくあった、あった、たまにあった、なかった）

Ⅱ．知能検査等（心理検査）結果

1 WAIS-R／WAIS-Ⅲ

· VIQ

· PIQ

· FIQ

· 言語理解

· 知覚統合

· 作動記憶

· 処理速度

· 下位検査評価点

· 単語

· 類似

· 知識

· 理解

· 算数

· 数唱

· 語音配列

· 絵画配列

· 絵画完成

· 積木模様

· 行列推理

· 符号

· 記号探し

· 組合せ

2 ロールシャッハテスト

3 その他

4 生育暦上に於いて行われた心理検査結果

1) WISC-R、WISC-Ⅲ

2) K-ABC

3) 田中-ビネー、新版K式発達検査、等

Ⅲ．相談・治療歴

1 医療機関

· 医療機関への相談経験（あり、なし）

· 医学的診断（あり、なし）

· 受診機関名（　　　　　　　　　　）

· 受診期間（　　　　　　　　　　）

2 相談機関（児童相談所、教育相談所、等）

· 専門的相談機関への相談経験（あり、なし）

· 相談機関名（　　　　　　　　　　）

· 相談期間（　　　　　　　　　　）

3 療育機関（療育センター、民間療育機関）

· 療育・訓練経験（あり、なし）

· 療育機関名（　　　　　　　　　　）

· 療育期間（　　　　　　　　　　）

4 その他の相談・治療機関の利用経験の有無

· 相談・治療経験（あり、なし）

· 相談・治療機関名（　　　　　　　　　　）

· 相談・治療期間（　　　　　　　　　　）

Ⅳ．家庭の養育環境

① 本人出生時の家族構成と年齢

· 父親

· 母親

· その他

② 父子関係

· 乳幼児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 小児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 思春期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 青年期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 成人期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

③ 母子関係

· 乳幼児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 小児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 思春期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 青年期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 成人期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

④ 兄弟姉妹

· （あり、なし）

· ありの場合の兄弟姉妹(兄、弟、姉、妹）

· 兄弟姉妹の人数（　　　　　）

· 兄弟姉妹との年齢差（　　　　　）

⑤ 兄弟姉妹関係

· 乳幼児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 小児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 思春期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 青年期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 成人期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

⑥ その他の同居親族（例、祖父母等）の有無

· （あり、なし）

· ありの場合の同居親族（父方祖父、父方祖母、母方祖父、母方祖母、父方伯父（叔父）父方伯母（叔母）、母方伯父（叔父）、母方伯母（叔母）、その他（　　　　　）

· 同居親族の人数（　　　　　）

· 同居親族の年齢（　　　　　）

⑦ 同居親族と本人の関係

· 乳幼児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 小児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 思春期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 青年期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 成人期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

⑧ 夫婦関係

· 乳幼児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 小児期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 思春期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 青年期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

· 成人期（良い、普通、やや悪い、とても悪い）

⑨ 親の離婚の有無

· （あり、なし）

⑩ 離婚後の養育者の交代経験の有無

· （あり、なし）

⑪ 父親の最終学歴、職業、就労状況

· 最終学歴

· 職業

· 就労状況

（長期常勤雇用、常勤雇用（短期間の雇用または複数回の転職経験）、非常勤雇用、未就労）

⑫ 母親の最終学歴、職業、就労状況

· 最終学歴

· 職業

· 就労状況

（長期常勤雇用、常勤雇用（短期間の雇用または複数回の転職経験）、非常勤雇用、未就労）

⑬ 父親、または母親の単身赴任経験の有無

· 父親（あり、なし）

· 母親（あり、なし）

⑭ 家庭の経済的な状況（年収等）

· 出生した当時の父親の年収（　　　　　　　　　　）

· 小学校入学時の父親の年収（　　　　　　　　　　）

· 中学校入学当時の父親の年収（　　　　　　　　　　）

· 現在の父親の年収（　　　　　　　　　　）

· 出生した当時の母親の年収（　　　　　　　　　　）

· 小学校入学時の母親の年収（　　　　　　　　　　）

· 中学校入学当時の母親の年収（　　　　　　　　　　）

· 現在の母親の年収（　　　　　　　　　　）

⑮ 父親の精神疾患の有無

· 精神疾患の有無（あり、なし）

· ありの場合の精神疾患の種類（　　　　　　　　　）

· 発達障害の有無（あり、なし）

· ありの場合の発達障害の種類（　　　　　　　　　）

⑯ 母親の精神疾患の有無

· 精神疾患の有無（あり、なし）

· ありの場合の精神疾患の種類（　　　　　　　　　）

· 発達障害の有無（あり、なし）

· ありの場合の発達障害の種類（　　　　　　　　　）

⑰ その他親族の精神疾患の有無

· 本人との関係性

· 精神疾患の有無（あり、なし）

· ありの場合の精神疾患の種類（　　　　　　　　　）

· 発達障害の有無（あり、なし）

· ありの場合の発達障害の種類（　　　　　　　　　）

⑱ 不適切な養育経験の有無

· 不適切な養育の体験（あり、なし）

· ありの場合、不適切な養育を行ったのは

（父親、母親、祖父、祖母、その他(　　　　　））

· 不適切な養育のタイプ（身体的、心理的、性的、ネグレクト）

· 父親のしつけは

（厳しかった、どちらかというと厳しかった、どちらかというとやさしかった、やさしかった）

· 母親のしつけは

（厳しかった、どちらかというと厳しかった、どちらかというとやさしかった、やさしかった）

· その他親族のしつけは（同居親族がいた場合のみ）

（厳しかった、どちらかというと厳しかった、どちらかというとやさしかった、やさしかった）

⑲ その他の家族間関係で特記すべきこと

· 親しい家族・親族との死別経験（あり、なし）

· 死別した親しい親族は（　　　　　　　　　　）

· その時の本人の年齢（　　　　　　　　　　）

⑳ 家族の思想・信条で特記すべきこと（新興宗教、破壊的カルトへの加入の有無、等）

· 両親の新興宗教、破壊的カルトへの加入の有無（あり、なし）

· 宗教、カルトの種類（　　　　　　　　　）

Ⅴ．学校の教育的環境

1 担任、その他教師との相性

· 保育園0歳の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 保育園1歳の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 保育園2歳の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 保育園／幼稚園3歳の時の担任との相性は

（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 保育園／幼稚園4歳の時の担任との相性は

（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 保育園／幼稚園5歳の時の担任との相性は

（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校1学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校2学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校3学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校4学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校5学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校6学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 中学校1学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 中学校2学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 中学校3学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 高等学校1学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 高等学校2学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 高等学校3学年の時の担任との相性は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

②　イジメ経験の有無

· 保育園・幼稚園のときにイジメられたことが（あった、なかった、わからない）

· 小学校低学年のときにイジメられたことが（あった、なかった、わからない）

· 小学校中学年のときにイジメられたことが（あった、なかった、わからない）

· 小学校高学年のときにイジメられたことが（あった、なかった、わからない）

· 中学校のときにイジメられたことが（あった、なかった、わからない）

· 高等学校のときにイジメられたことが（あった、なかった、わからない）

③　部活動、生徒会活動、等の参加経験の有無

· 小学生の時の部活動経験の有無（あり、なし）

· ありの場合の部活動の種類（　　　　　　　　　　）

· 小学生の時の児童会活動経験の有無（あり、なし）

· ありの場合の児童会役職の種類（　　　　　　　　　　）

· 中学生の時の部活動経験の有無（あり、なし）

· ありの場合の部活動の種類（　　　　　　　　　　）

· 中学生の時の生徒会活動経験の有無（あり、なし）

· ありの場合の生徒会役職の種類（　　　　　　　　　　）

· 高校生の時の部活動経験の有無（あり、なし）

· ありの場合の部活動の種類（　　　　　　　　　　）

· 高校生の時の生徒会活動経験の有無（あり、なし）

· ありの場合の生徒会役職の種類（　　　　　　　　　　）

④　学校の種類

· 乳児期（0歳～2歳）は

（主に家庭で過ごした、頻繁に親族や知人に預けることがあった、頻繁に保育所等に預けることがあった、保育園に入所した）

· 保育所の種類

（認可公立保育園、認可私立保育園、無認可保育園（所）、認定保育園、その他（　　　　　　　　　　））

· 保育所の適応状態（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 幼児期（3歳～5歳）に行ったのは、

（認可公立保育園、認可私立保育園、無認可保育園（所）、認定保育園、公立幼稚園、私立幼稚園、その他（　　　　　　　　　　））

· 保育園・幼稚園の適応状態（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 保育園名

· 幼稚園名

· 小学校は

（学区内の公立小学校（通常学級）、学区外の公立小学校（通常学級）、公立小学校特別支援学級（心身障害学級）、公立養護学校、国立養護学校、私立養護学校、国立小学　　校、私立小学校、その他）

· 小学校で通級指導教室（情緒障害通級、ことばの教室、きこえの教室、等）を

(利用した、利用しなかった）

· 小学校の適応状態（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校名

· 中学校は

（学区内の公立中学校（通常学級）、学区外の公立中学校（通常学級）、公立中学校特別支援学級（心身障害学級）、公立養護学校、国立養護学校、私立養護学校、国立中学校、私立中学校、その他）

· 中学校で通級指導教室（情緒障害通級、ことばの教室、きこえの教室、等）を

（利用した、利用しなかった）

· 中学校の適応状態（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 中学校名

· 高等学校は（公立、国立、私立）だった

· 高等学校は（全日制、定時制、通信制、サポート校、高専、高等専修学校、その他（　　　　　））だった

· 高等学校は（普通科、職業科（工業、商業、農業）、その他の専門（家政科、福祉科、体育科、外国語科、その他（　　　　　）））だった

· 高等学校の適応状態（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 高等学校名

· 高等学校卒業後進学（した、しなかった）

· 高等学校卒業後の進学先（大学、短期大学、大学校、専門学校、その他（　　　　　））

· 進学先の適応状態（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 進学先名（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 卒業（した、しなかった）

· 卒業しなかった場合のその理由（　　　　　　　　　　）

⑤　受験等の経験

· 幼稚園受験を（した、しなかった）

· 幼稚園受験の準備を、専門の塾で（した、しなかった）

· 幼稚園受験の合否の結果（合格、不合格）

· （私立、国立）小学校受験を（した、しなかった）

· 小学校受験の準備を、専門の塾で（した、しなかった）

· 小学校受験の準備をした場合の期間

（3ヶ月未満、3～6ヶ月、6ヶ月～1年未満、1年以上2年未満、2年以上）

· 小学校受験の合否の結果（合格、不合格）

· （私立、国立）中学校受験を（した、しなかった）

· 中学校受験の準備を、専門の塾で（した、しなかった）

· 中学校受験の準備をした場合の期間

（3ヶ月未満、3～6ヶ月、6ヶ月～1年未満、1年以上2年未満、2年以上）

· 中学校受験の合否の結果（合格、不合格）

· 高等学校受験の準備を、専門の塾で（した、しなかった）

· 高等学校受験の準備をした場合の期間

（3ヶ月未満、3～6ヶ月、6ヶ月～1年未満、1年以上2年未満、2年以上）

· 高等学校受験の合否の結果（合格、不合格）

· 大学、短大、専門学校等の受験の準備を、専門の塾で（した、しなかった）

· 大学、短大、専門学校等の受験の準備をした場合の期間

（3ヶ月未満、3～6ヶ月、6ヶ月～1年未満、1年以上2年未満、2年以上）

· 浪人経験の有無（あり、なし）

· 浪人の期間（1年、2年、3年、4年以上）

· 大学、短大、専門学校等の受験の合否の結果（合格、不合格）

Ⅵ．重大な生活環境上の変化

①　引越し経験の有無

· （あり、なし）

· 引越しの回数

· 引越し時の年齢（　　　　　　　　　　　）

②　転校経験の有無

· （あり、なし）

· 転校の回数

· 転校時の学年（　　　　　　　　　　）

Ⅶ．その他の社会的環境（地域社会、等）

①　学童保育

· 小学校1年生時に学童保育所に入所して（いた、いなかった）

· その時の学童保育所への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校2年生時に学童保育所に入所して（いた、いなかった）

· その時の学童保育所への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校3年生時に学童保育所に入所して（いた、いなかった）

· その時の学童保育所への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校4年生時に学童保育所に入所して（いた、いなかった）

· その時の学童保育所への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校5年生時に学童保育所に入所して（いた、いなかった）

· その時の学童保育所への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 小学校6年生時に学童保育所に入所して（いた、いなかった）

· その時の学童保育所への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

②　塾、稽古事の有無

　ならっていたものに○をつけて下さい

· 学習塾（個別、集団）　　・家庭教師

· 水泳　・サッカー　・野球　・体操　・空手　・柔道　・剣道　・その他のスポーツ

· 囲碁　・将棋

· ピアノ　・ピアノ以外の楽器・音楽（合唱、声楽も含む）

· バレエ　・ダンス　・新体操

· その他（　　　　　　　　　　）

· 習い事への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

· 習っていた期間（開始年齢　　　　　　辞めた年齢　　　　　）

③　少年団、ボーイ（ガール）スカウト、等の社会的な活動

· 少年団に（入っていた、入っていなかった）

· ボーイスカウトに（入っていた、入っていなかった）

· ガールスカウトに（入っていた、入っていなかった）

· その他の社会的活動をする団体への所属経験の有無（　　　　　　　　　　）

· 所属集団への適応は（よかった、普通だった、悪かった、すごく悪かった）

Ⅷ．成人以後の社会適応状況

1 最終学歴

2 就労状況

· 現在就労している（はい、いいえ）

· 「はい」の場合の雇用の形態と年数は

正規雇用（3年以上）、正規雇用（1年以上3年未満）、正規雇用（1年未満）非正規雇用（3年以上）、非正規雇用（1年以上3年未満）、非正規雇用（1年未満）

· その場合の会社名（　　　　　　　　　　）

· その場合の職種名（　　　　　　　　　　）

· その場合の役職名（　　　　　　　　　　）

· 「いいえ」の場合の雇用経験

· 就労経験が（ある、ない）

· 就労経験有の場合の雇用の形態と年数

（正規雇用（3年以上）、正規雇用（1年以上3年未満）、正規雇用（1年未満）

非正規雇用（3年以上）、非正規雇用（1年以上3年未満）、非正規雇用（1年未満）

③　生活状況

· 精神的健康

· 身体的健康

· 対人関係

· 趣味・余暇活動

· その他

④　併存する精神疾患の有無

⑤　手帳の取得状況

